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金
滞
古
蹟
志
品
智
大

栂
尾
上
人
民
穫
の
原
本
を
勝
窮
し
て
刻
行
た
し
た
る
よ
し
、
彼
の
敏

文
に
載
せ
た
り
。
又
桧
雲
公
夜
話
録
に
、
御
家
陀
有
v
之
白
衣
記
は
、

水
戸
公
よ
り
相
官
〈
の
内
御
借
用
の
分
陀
て
、
御
書
物
役
共
の
外
数
十

人
民
命
ぜ
ら
れ
、
四
・
五
日
の
内
に
書
窮
し
た
る
よ
し
御
意
た
り
と

あ
り
。
按
守
る
に
、
白
衣
記
は
高
名
友
る
記
録
に
て
、
群
書
一
覧
に
一

百
二
十
巻
と
あ
り
。
水
戸
公
は
光
聞
卿
也
。
光
聞
卿
と
互
に
書
籍
の

取
り
諮
り
を
た
し
給
ひ
し
と
見
b
て
、
温
故
遺
文
に
左
の
書
簡
を
載

せ
た
り
。

逐
日
寒
指
摘
之
事
候
。
踊
御
無
錫
珍
霊
存
候
。
然
者
東
文
選
全
部
、
加

賀
守
殿
御
衆
議
有
v
之
由
。
就
v
夫
新
第
御
申
付
可
v
被
治
国
国
恭
存
候
。

其
段
者
於
a
此
方
-
可
a
申
付
-
候
問
、
全
部
御
拝
借
候
様
仕
度
候
。
且
叉

類
来
園
史
閥
傘
之
介
相
友
窮
取
可
v
申
候
。
則
第
八
十
九
・
百
七
十
九

外
今
度
指
越
申
候
。
第
四
十
七
者
此
方
b
被
v
遁
候
様
頼
存
候
。
六
部

之
内
手
前
に
有
ν
之
分
、
残
編
に
而
御
座
候
得
共
、
目
録
之
還
指
譜
申

候
。
右
之
趣
宜
様
御
取
計
所
v
希
候
。
以
上
。

十

一

月

廿

日

商

隠

士

山

靖

国

簿

得

老

右
は
光
国
卿
の
親
簡
也
。
西
山
遺
事
に
云
ふ
。
西
山
公
久
慈
郡
太
悶

. 
-

戦
す
。
室
新
助
は
幼
少
よ
り
綱
紀
卿
に
奉
仕
し
、
殊
に
木
下
限
庵
の

門
弟
と
た
り
、
書
締
向
に
主
付
き
居
た
る
ゆ
ゑ
、
公
の
畢
事
に
勉
強

し
給
ふ
事
を
熟
知
す
る
友
る
ぺ
し
。

土

議

此
の
土
磁
は
‘
文
庫
中
の
土
磁
に
て
‘
古
今
の
珍
書
共
を
納
め
ら
れ

た
り
。
是
も
文
庫
と
同
じ
く
綱
紀
卿
の
浩
替
友
り
と
い
へ
り
。
藩
園

官
職
遇
考
に
一
武
ふ
。
南
御
土
臓
は
御
文
庫
の
内
に
あ
る
土
誠
に
て
‘

金
谷
殿
の
甫
に
嘗
る
を
以
て
、
唱
呼
と
注
し
た
り
。
甫
御
土
磁
奉

行
は
、
元
秘
十
四
年
河
地
七
兵
衛
・
山
口
勝
之
丞
雨
入
初
め
て
命
ぜ

ら
る
。
共
の
以
前
は
御
書
物
役
よ
り
一
年
替
に
雨
人
宛
勤
v
之
、
是
を

甫
御
土
誠
裁
許
と
呼
ぺ
り
。
則
ち
河
地
・
山
口
雨
人
も
共
の
年
呑
の

裁
許
た
る
を
.
改
め
て
奉
行
に
命
ぜ
ら
れ
た
り
と
云
ム
。
夫
れ
よ
り

連
綿
し
て
、
延
享
中
よ
り
四
人
と
成
り
、
天
明
七
年
よ
り
五
人
に

τ

勘
む
と
い
へ
り
。
此
の
土
減
、
厳
藩
の
際
ま
で
存
在
せ
し
を
、
明
治

二
年
書
籍
共
を
ぽ
悉
く
城
内
本
丸
附
段
の
土
議
へ
仮
に
移
し
、
共
の

後
此
の
土
臓
を
取
鍛
た
れ
た
り
。
共
の
遺
践
は
今
尾
山
紳
枇
の
後
ロ
地

た
る
姻
端
危
り
。

O
前
回
家
議
書
之
偉
説

O
南

金
滞
古
蹟
志
港
大

五

郷
西
山
に
隠
居
所
を
結
び
移
ら
れ
給
ひ
て
、
夫
れ
よ
り
自
ら
西
山
際

士
と
鋭
せ
ら
る
と
あ
り
。
或
は
固
く
、
吾
が
松
雲
公
は
醤
藩
睦
代
中

の
博
般
に

τ、
和
漢
の
串
に
長
じ
‘
殊
に
八
十
二
哉
の
蒋
齢
を
保
ち

給
ひ
、
・
い
ま
だ
批
年
た
り
し
寛
文
・
延
貨
の
頃
よ
り
、
書
鱒
才
覚
人

と
て
諸
士
を
京
都
・
奈
良
・
鎌
倉
等
ヘ
澄
し
置
き
、
紳
枇
・
傍
剃
等
に

侮
来
せ
る
紳
書
・
偽
書
・
儒
寄
等
を
ば
博
〈
捜
索
せ
し
め
ら
れ
、
彩
多

の
金
銀
を
以
て
買
上
げ
1

古
筆
の
得
難
き
替
は
古
盤
・
の
鰻
裁
の
ま
a
A

摸
窮
を
命
ぜ
ら
れ
、
叉
記
録
類
は
京
都
華
族
方
の
磁
害
等
を
借
り
出

し
潟
さ
L
め
ら
れ
た
り
。
水
戸
西
山
公
と
同
時
代
た
り
し
故
に
、
互
に
.

交
易
な
し
て
書
籍
共
を
縛
め
ら
れ
し
ゅ
ゑ
、
蛍
時
水
戸
西
山
公
と
伯

仲
た
り
と
い
へ
り
。
集
古
雑
話
に
、
松
雲
公
か
や
う
に
書
籍
を
集
め

さ
せ
給
ふ
と
い
へ
ど
も
、
世
子
若
狭
守
君
文
事
を
好
ま
せ
給
は
宇
。

去
り
た
が
ら
御
孫
出
生
し
給
は
官
、
博
識
に
被
v
成
度
‘
夫
れ
を
た
の

し
み
に
御
世
話
被
v

成
と
の
よ
し
仰
せ
ら
る
と
あ
り
。
柴
山
秘
策
に
載

せ
た
る
事
保
六
年
六
月
室
新
助
の
書
簡
に
、
将
軍
家
吉
宗
公
加
州
家

の
事
を
等
ね
給
ふ
答
官
民
、
加
賀
守
平
生
外
の
好
み
す
き
と
無
〈
、

若
年
の
時
分
よ
り
登
夜
番
を
好
み
被
v
申
故
、
串
文
之
儀
は
近
代
大
名

の
中
に
は
無
類
成
事
之
様
に
私
共
は
車
中
v
存
皆
、
言
上
し
た
る
よ
し
記

奮
訟
に
去
ふ
。
前
同
家
の
蔵
書
は
、
五
世
会
議
中
将
綱
紀
卿
の
時
集

め
給
ふ
と
い
へ
ど
も
、
=
一
世
中
納
言
利
常
卿
よ
り
僻
来
の
珍
脅
共
も

あ
り
て
、
利
常
卿
既
に
書
籍
の
傘
慮
あ
り
し
と
い
へ
り
。
按
守
る
に
、

十
二
月
廿
五
日
四
辻
大
納
言
殿
加
賀
中
納
言
と
あ
る
書
翰
に
、
大
系

回
之
儀
墜
事
v
存
申
上
候
蕗
.
早
速
被
v
建
a
上
間
一
御
菟
務
之
官
辱
車
中
v
存

候
。
御
衣
而
之
拘
宜
預
昌
御
一
奏
建
-
一
宮
々
と
あ
り
。
右
は
寛
永
七
年
の
事

な
ら
ん
か
。
同
八
年
七
月
の
書
簡
に
、
骨
m
a
貴
報
『
預
a
掌
盤
-
本
墜
至
極

存
候
。
内
々
之
大
系
閏
令
=
兎
潟
-
辱
存
候
。
宜
様
御
取
成
所
v
仰
候
一
冨

々
と
あ
り
て
、
此
の
頃
系
間
停
を
幕
府
へ
港
建
に
付
き
、
大
系
闘
を

禁
廷
よ
り
拝
借
せ
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。
又
越
中
高
岡
瑞
龍
寺
へ
納
め
置

き
給
へ
る
職
人
歌
合
給
巻
物
三
巻
あ
り
。
利
常
卿
上
智
に
共
の
趣
旨

を
書
き
載
せ
給
へ
り
。
其
の
文
に
一
試
ふ
。

職
人
歌
合
輸
相
草
子
三
巻
.
仙
洞
之
所
v
賜
也
，
共
歌
並
飼
.
筆
者
上
巻
則

高
倉
前
大
納
言
藤
原
永
鹿
卿
，
中
傘
則
飛
鳥
井
前
会
議
藤
原
雅
章
・
卿
.

下
巻
則
白
川
三
位
源
雑
陳
卿
之
手
跡
也
.
今
設
季
春
小
川
坊
披
大
納

言
藤
原
俊
完
卿
a

第
白
院
使
-
来
昌
子
江
府
コ
時
利
常
偶
在
v
府
，
於
v
是
二
十

八
日
俊
完
卿
粛
a
此
三
巻
-
来
・
.
越
a
仙
洞
之
官
-
以
被
v
授
昌
利
常
二
押
a
命
之

辱
-
感
誠
之
飴
抑
記
昌
之
匝
聾
吋
J

寄
=
進
瑞
龍
院
-
永
需
品
什
物
-
一
宅

五




